
 

 

 

 

 

 

（備考）

４ ３の⽅針を実現するために必要な取組に関する⽅針

３  対象地区内における中⼼経営体への農地の集約化に関する⽅針

２ 対象地区の課題

①地区内の耕地⾯積

 定期的に開催している⼭野農事区の話し合いの場において、貸したい意向が確認された農地の情報を共有
し、中⼼経営体である認定農業者３経営体へ繋ぐ。
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対象地区名

⼭野農事区

作成年⽉⽇

令和3年3⽉30⽇

１ 対象地区の現状

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者⼜は耕作者の耕作⾯積の合計

③地区内における６５才以上の農業者の耕作⾯積の合計

ⅰ うち後継者未定の農業者の耕作⾯積の合計

ⅱ うち後継者について不明の農業者の耕作⾯積の合計

④地区内において今後中⼼経営体が引き受ける意向のある耕作⾯積の合計
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 ⼭野農事区の農地利⽤は、中⼼経営体である認定農業者３経営体が担うほか、⼊作している認定農業者の規
模拡⼤や⼊作を希望する認定新規就農者の受⼊れにより対応していく。
 また、中⼼経営体である認定農業者３経営体の耕作地について⼊替による集約を検討する。



  

  

  

  

  

  

  

  

  

計 ⼈   

1.0

認就 松村 敦郎 露地野菜、⽔稲 0.6 露地野菜、⽔稲 0.8

39.2

農業者
（⽒名・名称） 経営作⽬ 経営⾯積

今後の農地の引受けの意向現状

経営作⽬ 経営⾯積

（参考） 中⼼経営体

25.6

集 樋渡営農組合 ⽔稲 1.5 ⽔稲 1.5

⽔稲 1.4

認農 松岡 潔

認農 藤春 美良 施設野菜、⽔稲 4.8 施設野菜、⽔稲 4.8

8.1 15.0㈱嘉⿇ふれあいファーム

認農 辻⽥ 茂 施設野菜、⽔稲 4.6 施設野菜、⽔稲 7.0

認農 福澤 秀久 ⽔稲、施設野菜 3.3 ⽔稲、施設野菜 7.0

認農 ⽵中 亮⼀ ⽔稲、果樹 0.7 ⽔稲、果樹 0.7

認農 萬⽥ 紀男 ⽔稲 1.4

0.6

9

認農法

属性


